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新領域「希望（のぞみ）」

グローバルな視点を持った直接的体験学習の開発に関する研究

一
ピースプロジェクトの学習を中心に一

松　尾　砂　織

1　はじめに 変容を示し学習効果を提案することとする。

　本学校園では，9年生の総合的な学習の時間で，

「ピースプロジェクト」を実施している。これは，

文部科学省の研究開発校に指定を受けて開発した

単元であり，2004年以降ずっと続けてきた「エス

コートプロジェクト」を改名したものである。か

つて本学校園が提唱した21世紀型学力の1つが

国際的コミュニケーション能力であった。本学校

園ではこれを「確かな学力を基に，様々なメディ

アを駆使して多文化を理解したり，人々と国際的

にコミュニケーションしたりする力」と定義し

2006年度から7年間題材開発とカリキュラム開

発を進め，一定の成果をあげてきた。

　「ピースプロジェクト」の目的は，外国から訪

問される方たちに，中学生が広島平和記念公園に

ある碑を案内する活動を通して，自分にとっての

平和は何か，また世界平和とは何かについて考え

ることである。また，外国の方々と積極的にかか

わり，相手の立場に立ったコミュニケーションが

できるような若い未来の地球市民を育てることも

目的としている。外国の方々と交流するためには，

言語や文化，考え方の違いを受け入れ，グローバ

ルな視点で物事を捉えることが必要になってくる。

また，双方向の意見交流を成立させるためには自

分なりの意見を持って表現するだけではなく，相

手の考え聞き，受け入れたり，共感しようとした

りする柔軟な対応が求められるため，言語による

コミュニケーションカだけでなく，他者と協働し

てプロジェクトを最後までやり遂げる力，相手の

立場を考えた思いやりのある行動が必要となる。

本稿では，今年度の学習指導の在り方と学習者の

2　研究の方法

（1）対象生徒

　広島大学附属三原中学校　9（中学3）年生

1組　41名（男子21名　女子20名）

2組　41名（男子21名　女子20名）

（2）調査時期

　平成26年5月～平成26年10月にピースプロ

ジェクトの授業実践を行った。

（3）めざす子どもの姿

　外国の方々と交流することを通して，「平和」

についてより広い視野で考え，自分の身近な生活

とも結びつけてより深く考えるとともに，世界の

中の自分や日本を意識し，世界平和に貢献しよう

とする子どもの育成をめざす。

（4）単元の目標

　外国の方々と積極的にかかわり，相手の方の文

化や考え方を受け入れながら，相手の立場に立っ

たコミュニケーションをとろうとするとともに，

平和についての考えを交流する活動を通して，平

和に対する考えを広げ，今後の自分の身近な生活

とも結びつけて行動できるようにする。

（5）単元の評価規準

学習 「つながり」から 噛分づくり」から

領域

基礎 人間関係形成・社会形 自己理解・自己管

的・汎 成能力 理能力

用的 （他者に働きかける （情況判断力）

能力 力・他者を理解しようと

する力）
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価値 共生（他者の尊重） 自律（希望・自立の

観 重視）

・ ピースプロジェクトに ・ ピースプロジェク

向けて，班員とかかわ トの取り組みにお

わりながら，外国の ける「自分と向き

方々と共に平和につ 合う活動」を中心

いて考える活動を通 とした体験活動を
評価

して，平和に対する視 通して，将来人の
規準

点を広げ，今後の自分 役に立てる自分に

の身近な生活とも結 なるために，今何

びつけて考え，行動し をするべきかを判

ようとするようにな 断し，行動しよう

る。 とする。

（6）単元計画

第1次　平和についての考えを深める（5時間）

第2次　案内するコースを考える（3時間）

　第3次　碑を説明するための英文の暗唱する

第4次

第5次

第6次

第7次

第8次

第9次

（15時間）

事前校外学習①

被爆体験を聞き，案内するコースを英

語で説明しながら実際に回る（6時間）

相手の方に渡すウェルカムボードと色

紙を作成する（6時間）

ピースプロジェクトに向けて学習目標

を再確認する（1時間）

校外学習当日②

碑を案内する活動を通して平和につい

ての思いを伝え合う（6時間）

平和に対する様々な考えに触れ，平和

とは何かを考える（2時間）

事後学習

ピースプロジェクトを通して学んだこ

とをまとめ，ディジタルレポートを作

成して交流する（6時間）

（7）評価計画

学習活動における具体の評価規準など時
　
間

学習活動
領

域 基礎的・汎用的能力 態度・価値観

1
　
　
　
5

ピースプロジェクトの概要を知ると

ともに，ヒロシマ及び原爆について学

び，　「自分にとっての平和とは何か」

といった平和についての考えを深め

る。

自
分

先輩たちの姿をビデオで見なが

ら，今後の見通しを持つことが

できる。原爆について学び，平

和についての考えを深めること

ができる。

〈状況判断力〉

平和について考えることを通し

て，何が大切で何が課題かを考

え，真剣に物事に取り組もうと

する。

〈希望・自律の重視〉

6
　
　
　
7
　
　
　
8

昼食場所及び平和公園内にある碑を

案内するコースを考える。

（事前校外学習後）

　説明する碑や案内するコースを変

更したりする。

つ
な
が
り

外国の方々の立場を考えながら

平和公園内の案内する碑を決め

ることができる。

〈他者を理解するカ〉

相手の立場や文化を尊重しなが

ら，案内する場所や昼食場所を

考えようとする。

〈共存共生の重視〉

9
　
　
　
2
3

　碑の案内に使う英文を単語カード

に書き写し，碑の案内文を読んだり，

暗唱したりして，英語でガイドができ

るようにする。

　（広島大学の留学生や教員を相手

に練習したシミュレーション活動も

含む）

つ
な
が
り

・ 碑の案内英文を正しく読むこ

　とができる。

・ 碑の案内英文を覚えようとす

る。

・ 碑の案内英文が相手に伝わる

よう話すことができる。

〈他者に働きかけるカ〉

相手の立場を考えて，身振りや

表情，アイコンタクト，話し方

などを考えて話そうとする。

〈他者の尊重〉
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24
　
　
　
2
9

　平和記念公園で被爆体験を聞いて

考えを深めたり，碑巡りをしたり，英

語でガイドの練習をしたりする。

（事前校外学習）

察
が
り

碑について，英語で相手に伝わ

るように単語カードを用いなが

ら説明することができる。

〈他者に働きかける力〉

相手の立場を考えて，碑巡りの

コースや所要時間，説明する時

の身振りや表情，アイコンタク

ト，話し方などを考えようとす

る。

〈他者の尊重〉

30
　
　
　
3
5

　外国の方々にとって記念に残るよ

うなウェルカムボードと色紙を作成

する。
つ
な
が
り

外国の方々の立場に立って，

ウェルカムボードやプレゼン

トの色紙を作ることができる。

〈他者を理解する力〉

相手の立場を考えて，見た方に

喜んでもらえる内容を考え，班

で協力して作成しようとして

いる。

〈共存共生の重視〉

36

　ピースプロジェクトについて学習

した内容をふまえて，「なりたい自分」

に近づくために，どのような行動が自

分に求められ，それをどのように実行

していくのかといったことを，仲間と

交流することを通して，再度自分自身

に向き合う。

自
分

自らの課題を認識し，与えられ

た学習内容に真摯に向き合い，

学んだことを仲間と交流する

ことを通じて，自らの変容に接

しながら，ピースプロジェクト

の学習に生かそうとする。

〈状況判断力〉

37
　
　
　
4
2

　広島平和記念公園で，外国の方々と

コミュニケーションを図りながら碑

を案内する活動を通して，平和につい

ての意見交流をする。

（校外学習）

察
が
り

外国の方々と積極的にかかわ

り，自分の意見を述べるだけ

でなく，相手の意見も理解する

ことができる。

〈他者に働きかけるカ〉

〈他者を理解する力〉

積極的にコミュニケーションを

取りながら，自分の意見を伝え

るだけでなく，相手の意見を聞

き，考えを理解しようとする。

〈共存共生の重視〉

43
　
　
　
4
4

　外国の方々の平和に対する考えに

触れ，自分の考えと比較しながら，新

たな視点を見つけ「平和とは何か」を

再度考える。

つ
な
が
り

相手の考えや思い，夢や希望，

平和への思いを理解すること

ができる。

〈他者に働きかける力〉

〈他者を理解するカ〉

平和に対する様々な考え方を受

け入れ，自分の考えと比較しな

がら，平和に対する新しい視点

を見つけようとしている。

〈共存共生の重視〉

45

　
　
5
0

　ピースプロジェクトの集大成とし

て，自分自身の変容に何が影響を与え

たのか，「なりたい自分」を意識しな

がら，今後の自分の行動に向けてその

方向性を各自でレポートにまとめる。

（事後まとめ学習）

自
分

「なりたい自分」に近づくため

に，活動を通して自分と向き合

い，学んだことを仲間と交流す

ることで，自らの変容に接し，

将来，人の役に立てる自分にな

るために，今後の自分の行動の

方向性に生かそうとする。

〈状況判断力〉

平和について考えることによっ

て，将来，よりよい社会を構成

する一員であり，また，人の役

に立つことの必要性を認識しよ

うとする。

〈希望・自立の重視〉

（8）道徳との関連
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内容項目

ねらい

内容項目

ねらい

番号 1－（3） 略称 誠実・責任感

何ごとも自分で判断し決定し実行し責任を持つ。

番号 4－（2） 略称 よりよい社会の実現

外国の方々と積極的にコミュニケーションを図り，国境を越え協力しよりよい社会の実現に向

けて，一人ひとりができることを考えようとする実践的態度を養う。

（9）特別活動との関連

共通項目 番号　　2一ウ　　　　略称　社会の一員としての自覚と責任

ねらい
外国の方々と「平和」について意見交流をすることを通して，平和にについて考えを深めなが

ら，自分の生活におきかえて考えさせる。

共通項目 番号　　2一力　　　　略称　ボランティア活動の意義の理解と参加

ねらい
ボランティアの意義や尊さを理解し，奉仕の精神を持って，自ら公共の福祉と社会の発展のた

めにボランティアを実践しようとする態度を育成する。

（10）教科等との関連

教科名
外国語科 単元・題材名

①Program　2　Volcanoes　in　Japan

②Program4　Faithful　Elephants

関連内容
①日本の名所や史跡などについて紹介する文を書き，他者に発表する。

②戦争の悲劇や飼育係の心の葛藤を知り，戦争のない平和な世の中の素晴らしさや尊さを知る。

教科名 社会科 単元・題材名 第二次世界大戦と日本

関連内容 沖縄の人々の立場など，戦争を多角的に見る視点を持てるように留意する。

3　授業の実際

　本稿では事前の校外実習および事後のまとめを

取り上げる。

（1）生徒実態

　これまで生徒は，希望の授業で「なりたい自分

になるための学習」を積んできており，7年生で

は福祉，8年生では広島や沖縄を題材にした単元

を学習した。8年生時の12月に沖縄に修学旅行へ

行き，資料館学習や糸数壕へ入り，戦争体験の講

話を聞いた。そして，ピースプロジェクトにつな

がる学習として，沖縄での修学旅行中に，沖縄在

住のアメリカ人の家庭に半日ホームステイを行い，

英語を介した異文化体験を経験した。ホストファ

ミリーとのやりとりが全て英語であったため，コ

ミュニケーションの楽しさや難しさを実感してお

り，うまく行かなかった点はピースプロジェクト

に生かしたいと考えている生徒が多い。

（2）現地リハーサル実習について（5月）

　現地リハーサル実習は今年度初めて実施した。

これまでのカリキュラムでは，7年生時で平和公

園での調べ学習を行ってきた。しかし，9年で実

施するピースプロジェクトまでにかなりの時間が

経過して記憶が風化してしまうため，これまでの

実践から学び直しが必要であることが分かった。

また，平和学習の一貫で広島や沖縄に関する調べ

学習を行ったり，沖縄で糸数壕に入ったりと学習

は積んできたが，被爆体験の講話を受ける機会が

なかった。広島に住む中学生として，また外国の

方に英語で平和記念公園内を案内して回る立場と

しては，生徒一人ひとりが事実を知り，平和とは

何かを考え，生徒自身がその考えを深めなければ

他者に英語を使って伝えることは困難である。そ

こで，学習目標を2つ設定し，被爆体験の講話を

聞いたり，資料館内での調べ学習を行ったりする
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直接体験を行った。

①実際に見たり聞いたりすることで，被爆地ヒ

　ロシマについて知り，感じ平和にっいて自分

　自身の考えを明確にする。

②ピースプロジェクトに向けて，ガイドする碑

　を事前に巡り，相手の立場に立った案内がで

　きるようにする。

　被爆体験の講話では，ピースプロジェクトを運

営する実行委員が中心となって進めた。講話後に

は質疑応答が時間であったが，戦争によって奪わ

れた多く命や目の前で命が消えていく惨状に対し

て何もできなかったという話に深い感銘を受けた

生徒が多く，涙を流し質問できない生徒もいた。

　　　図1　被爆体験の講話を聞く様子

　ピースプロジェクトは，4人のチームワークお

よび連携が必須である。誰か一人が外国の方に対

応するのではなく，全員で協力して案内しなけれ

ばならい。特に平和記念資料館内には多くの展示

物があることから，案内して回るには相手の方を

気遣いながらも，時間配分にも気を配る必要があ

る。どんな資料がどの階に展示されているのか，

どの程度その展示物を見てもらうのかも設定しな

ければならない。生徒たちは，本番で先生方に見

てもらうコースを実際に自分たちで歩きながら，

取捨選択をしていた。

図2　資料館内で班活動を行う様子

平和記念公園内には70以上の慰霊碑がある。外

国の方に英語で碑の説明をしながら巡るこの碑巡

りコースは，1時間を予定している。原爆ドーム

前がスタート地点で，原爆死没者慰霊碑，原爆の

子の像の3つを周りながら，最後は平和記念資料

館前に集合するのである。外国の先生方の立場に

立ってどの慰霊碑を巡るか，どんな順番で回るか

を班で話し合って決めた。また，慰霊碑を案内し

て回る活動の前には平和記念公園の周辺にあるレ

ストランで昼食をとる。この昼食場所を調べたり，

事前に予約を入れて案内したり，昼食をオーダー

する手助けをしたりするのもチームで行うのであ

る。事前リハーサルでは，昼食を食べ終えて原爆

ドームに集合した場面から平和記念資料館前に集

合する設定でリハーサルを行った。碑を説明する

英文を単語カードに書き，それを暗唱する学習を

積んできた。当日までにはカードなしで話せるこ

とが理想だが，この日はカードがないと全く英語

が話せなかった。

図3　碑を巡るリハーサルの様子

　　図4　観光客にインタビューする様子

　現地でのリハーサル実習がフラワーフェスティ

バル直前だったこともあり，多くの外国人観光客

の方，日本各地からの修学旅行生で平和公園は混

雑していた。ピースプロジェクトに向けて外国の

方に説明する学習を積んできていたので，生徒た

ちの中には，外国の方に声をかけられて話す者，

あるいは自分たちから平和について考えを質問す
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る生徒もおり，実践的なコミュニケーション活動

を意識して取り組む姿が見られた。

（3）ピースプロジェクトに向けて

　5月の現地リハーサル実習を終えて，生徒が考

える理想の姿を交流する時間を持った。被爆体験

を聞いた生徒からの声である。

　リハーサル実習を終えて学習をふり返っていく

と，計画していた案内のコースを変更する班が増

えた。変更の主な理由は，実際に自分たちが案内

することを想定して歩いた時に不便だったこと，

もっと加えた方がよいと感じたこと，より相手の

立場に立って考えた時に，時間をかける場所を精

選したかったことなどが主であり，自分たちが直

接体験して分かったことを基にした変更であった。

　5月の現地リハーサルでは，外国の方と交流す

る学習は予定されていなかった。そのため，計画

していないことを質問された時にどうすればよい

か，どんな対応がとれるのかを試せていなかった

そこで，6月27日に広島大学から短期留学生を迎

えて，平和公園内にある慰霊碑を英語で説明する

コミュニケーション学習を企画した。これまで暗

唱してきた英文がすぐに出てくるか，相手の意識

したコミュニケーションをとれるかを確認できる

機会となった。

　　　図5　班で説明や考えを述べる様子

　事前学習の中で，理想とする自分たちの姿を考

えた。ピースプロジェクト当日にどのような姿で

行動すればよいと考えているか意見を出し合った

ところ，図7の結果となった。直接体験してでき

ていなかった点を挙げ，改善すべき点を明確にす

ることができた。

呂i姦k／fgs》魂惹♪

　口葵韻　　　　　　　’一一一／
　□協力《一人に押しつけない》

　ロジェスチャー
　□臨機応変
　　（多定外の質問や場面に遣遇した

　ら釈況を綱断して行動する）
　口配慮（無讐でなく応答》

　　　　　　図7　理想とする姿

（4）　ピースプロジェクト当日と事後学習

　7月10日（木）にピースプロジェクトを実施し

た。参加者は総勢21名で，米国NY州にあるマー

シー大学から12名の参加があり，協力者はSheila

Offman　Gershさん，元国連に勤務された黒田順子

さんだった。黒田さんには6月25日（水）に中学

校で教育講演をしていただいた。また，アートリ
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ンクのExecutive　DirectorであるChristina

Roseさんとご家族の2名が参加した。さらに広島

大学に在籍しているアジアの留学生7名が参加し

た。3社から取材を受け，7月14日（月）の事後

学習で，新聞を活用して当日の姿をふり返ること

もできた。

図8　読売新聞の記事

平和について意見交流をする場面で，相手の先生

の意見を色紙に書いて残したので，色紙を活用し

て外国の方と自分たちの相違を考える事後学習を

行い，自己の平和に対する考え方がどのように深

まったかをふり返った。

秘

図9　生徒が送った色紙

図10　先生からもらった色紙

（5）事後学習として，自分の変容をディジタル

　　ポートフォリオにまとめ，交流する

　ピースプロジェクトはプロジェクト型の学習で

あり，他者と協働的に行わなければ成立しない。

また，外国の方と英語でコミュニケーションを図

るという直接的な体験を伴うため，班内のチーム

ワーク，助け合いなど相手意識をいかに持って行

動するかでその是非が問われる。さらには，平和

に対する考えを相手に発信する場面があるので，

自分で考えて終わるのではなく，他者の考えに触

れ，感じながら，自分の考えを深める学習ができ

る。希望のディジタルポートフォリオには，平和・

国際をキーワードに学んだことや考えの深まりに

っいてまとめた。まとめた内容は次の通りである。

○　タイトルをつける

○　修学旅行

・ 平和学習（ひめゆりの塔・糸数壕・沖縄県平和

　祈念資料館・平和の礎などから，分かったこと，

　感じたこと，考えたこと）

・E一アドヴェンチャー（出会いから昼食，その後

　のアクティヴィティから学んだこと）

○　ピースプロジェクト

・現地リハーサル実習から（被爆体験講話・平和

　資料館内の見学，碑巡りのリハーサルから分かっ

　たたこと，感じたこと，考えたこと）

・現地リハーサル実習を終えて，準備したり，

　改善したりする必要があること

・ 個人目標とその振り返り（7月10日に向けて

　立てた個人目標とその振り返り）

・ 出会いの場面から昼食，平和公園での様子（会

　話の内容，相手の反応，どんなことを感じ考え

　たか，班員の言葉や行動から学んだこと）

・ 碑めぐりを通して

・ 平和についての意見交流から

・ 平和について自分の考え（自分の考え，新しく

　生まれた考えや考えの変化など）

0　3年間の活動を通して，これからの自分（平

　　和，国際コミュニケーションについて，これ

　　までの経験から学んだこと，これからのなり

　　たい自分）

一 245一



松尾：グローバルな視点を持った直接的体験学習の開発に関する研究一ピースプロジェクトの学習を中心に一

3．成果と課題

以下，生徒がまとめたレポートの一部である。

○　平和についての意見交流から

「平和」という言葉は抽象的すぎて，どういう意

味なのかよく分かりません。相手の先生は，戦争

をなくしたり，核をなくすことだけが平和ではな

くて，家族を大切にしたり，異文化を受け入れ楽

しく暮らすことも平和だとおっしゃっていまし

た。私たちの意見と先生の考え方が異なっている

ところも納得することができました。

○　平和のついての自∠の考え

平和は，私たち一人一人が楽しく，夢と希望を持っ

て差別のない誰もが平等な世界を築いていくこと

だと思います。そのために私たちの役割を考え，

過去の悲劇から，未来へつなげていく必要がある

と思います。世界にはさまざまな人が暮らしてい

ます。お互いを尊重していくことが平和な世界へ

近づいていく一歩だと思います。

0　3年間の活動を通して　これからの自∠

私は，ピースプロジェクトで学んだことがたくさ

んあります。　（中略）私はこれから広島のことを

知らない人々に向けて，広島のことを伝えていく

活動をしていきたいです。そして，自分が3年間

の活動を通して，これからの自分平和を作ってい

く一員となっていきたいです。

○　平和についての意見交流から

私は平和とは戦争がなくなり，みんなが当たり前

の生活ができることだと思っていました。しかし，

私の考えはすごくスケールの大きいものでした。

相手の先生は「人々は愛を忘れている。コミュニ

ケーションと愛がなかったからだ（だから戦争に

なった）」と言いました。

○　平和に対する自∠の考え

今まではスケールの大きい話ばかりでした。しか

し，先生との意見交流で，小さなことからコツコ

ツやっていくことが大切だと分かりました。平和

な世界を築きあげるためには何事もコツコツやっ

ていくことが将来平和な世界を作ることへの一番

の近道だと思います。まずは，周りのことと向き

合いたいです。

〇　三年間の活動を通して　これからの自∠

三年間で平和について学習していく中で，平和に

対する考え方が変わりました。そしてもっと戦争

の怖さが学べました。話や本しか今まで見たこと

がなかったので，実際にあったものや　体験者の

方の話を聞いて，改めて戦争の恐ろしさを学びま

thL　k　これからは身近なことから目をそらさずき

ちんと向き合うこと，そしてこの過ちを繰り返さ

ないことを伝えていくことが大切だと思います。

広島ではそういったことが学べます。核兵器を

持っている国に核兵器廃絶を訴えたいです。今そ

ういった活動をしている団体があるので，支援し

たいです。

　生徒が書いたレポートから，成果をまとめる。

○　平和について意見交流をする場合は，相手の

　方の意見を文字にして書き残すと，生徒が読み

　返して理解することが可能となる。これによっ

　て，自分と相手の方との相違を認識することが

　できるだけでなく，他の班にいた外国の方の考

　えも交流することが可能となり，より多くの方

　の考えに触れることができる。

○　被爆体験を直接聞くことによって，自分のこ

　ととして考え，もしも自分だったらどうなのか

　という意識を持つ生徒が増えることが分かった。

　本研究は10年続く単元であるため，過去の実践

例を参考にしながら深化させることが可能である。

毎年変わる交流相手の確保が危ぶまれるが，それ

でも当日までの事前学習および事後学習の有効性

が生徒の変容としてある限り，来年度の実施に向

けての取り組みを続けていきたいと考える。
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